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「ITガバナンス入門」コース

「テキスト」

提供： 情報戦略モデル研究所
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ITガバナンスのために基礎となる知識と

その構築要件を修得する

◆ITガバナンス必要性と経営要件との繋がりを整理できる

◆ITガバナンスに関係するメソドロジー知識を理解出来る

◆COBIT4.0での、IT成熟度とビジネス達成目標展開の手順

を理解できる

コースの目標
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コースの主旨

◆IT ガバナンスとは、『経営戦略に基づいた情報システムを構築し、
運用していくためのIT資源の統治』です。

このITガバナンスの必要性、知識要件、構築要件をCOBIT4.0とその他
のメソドロジーのもとに体系的に修得すること。

◆企業の成長の第1の要因に効果的なビジネスプロセス改革があり
ます。この改革にはITが関与しないものはなくなってきました。
ITが経営のツールから経営実践の仕組みへと替わってきました。

◆エンタープライズシステムの観点で「効果的なIT投資、構築、運用
に係るITの統治をすること」が重要な位置を占めることになりました。
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章と目的 研修項目

はじめに

単元

目的：
ＩＴガバナンスの定義の
もとに、
そのガバナンスに求めら
れる経営の背景と要件を
整理する

１．ITガバナンスとは

第1章 ITガバナンスが求められる背景と要件

カリキュラム構成

ITガバナンスの定義

（１）経営環境とIT政策
２．経営活動とIT環境

３．経営戦略と情報システム

４．ビジネスプロセス改革

（１）経営成熟度とIT成熟度

５．経営成熟度とIT成熟度
（２）モニタリング＆コントロール

６．ITガバナンスの要件

（２）IT化動向

（１）経営活動とIT

（２）経営戦略とIT戦略

（３） IT化プロセスと企業情報モデル

（１）ビジネスプロセスの改革プロセス

（２）戦略プロセスとITプロセス

（１）ＣＯＢＩＴのＩＴガバナンス定義

（２）ＩＴガバナンスの重点領域

（３） ＩＴガバナンスフレームワーク
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章と目的 研修項目単元

カリキュラム構成

（３）ＩＴ成熟度

３．計画と組織、モニタリング
ドメイン知識エリア

（１）バランススコアカード

（２）ジェネリックモデル

４．調達・開発ドメイン知識エリア

（１）ＰＭＢＯＫ

（２）ＣＭＭＩ

５．運用ドメイン知識エリア

（１）ＩＴＩＬ

（２）ＩＳＭＳ

目的：
ITガバナンス構築・運用
に係る
メソドロジー知識を修得
する

１．ITガバナンス構築のメソドロジー

第２章 ITガバナンスの知識エリア

（１）ITガバナンス要件達成プロセス

（２）COBITと各メソドロジー

２．COBITフレームワーク構成

（１）COBITの構成要素

（２）ITコントロール目標

（３）ＳＬＡ＆ＳＬＭ

6

章と目的 研修項目単元

カリキュラム構成

目的：
ビジネス達成目標をCOBIT
のITプロセスへ展開する
論理的展開を整理する

第３章 ＣＯＢＩＴのビジネス目標展開

１．ビジネス目標達成スキーム

（１）ＣＯＢＩＴのビジネス要件達成プロセス

（２）エンタープライズアーキテクチャ

２．ビジネス達成目標の展開 （１）ビジネス達成目標の展開スキーム

まとめクイズ
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第1章 ITガバナンスが求められる背景

１．ITガバナンスとは

２．経営活動とIT環境

３．経営戦略と情報システム

４．ビジネスプロセス改革

５．経営成熟度とIT成熟度

６．ITガバナンスの目標

章の概要
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1.ITガバナンスとは

1.1 経済産業省のITガバナンス

1.2 内部統制のＩＴガバナンス

1.3 PMBOKのガバナンス

1.4 COBITのITガバナンス
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企業が競争優位性構築を目的に、
ＩＴ（情報技術）戦略の策定・実行を
コントロールし、あるべき方向へ導く

組織能力
平成１１年通商産業省

1.1 経済産業省のITガバナンスの定義

ポイント：経営戦略に基づいてＩＴを構築・運用する組織のコントロール能力
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1.2 内部統制のＩＴガバナンスの定義

内部統制の定義：
内部統制とは、基本的に、「業務の有効性及び効
率性」、「財務報告の信頼性」、「事業活動に係る法
令等の遵守」並びに「資産の保全」の4つの目的が
達成されていることの合理的な保証を得るために、
業務に組み込まれ、組織内の全ての者によって遂
行されるプロセスをいい、統制環境、リスクの評価
と対応、統制活動、情報と伝達、モニタリング（監視
活動）及びIT (情報技術）への対応の6つの基本的
要素から構成される。

内部統制の目的

１
業務の有効性
及び効率性

業務目的達成のために、無駄なく
有効かつ効率的に業務を遂行すること

２
財務報告の
信頼性

財務諸表や注記等に係る経営情報の
信頼性を確保すること

３
業務に係る
法令等の遵守
（コンプライアンス）

事業諸活動において法令、規範、倫理
、道徳を遵守すること

４ 資産の保全
株主からの預かりものである資産の
取得、使用、保管、処分を正確かつ
適切に行うこと

NO 目的 説明

内部統制の基本的要素

１ 統制環境

組織の気風を決定し、組織内の全ての
者の統制に対する意識に影響を与える
とともに、他の基本的要素の基礎となる
もの

NO 構成要素 説明

２
リスク評価と
対応

組織の目標達成に影響を与える全ての
リスクを識別、分析及び評価することに
よって、当該のリスクへの対応を行う
一連のプロセス

３ 統制活動
経営者との命令及び指示が適切に
実行されることを確保するために定める
方針、手続及び実施

４ 情報と伝達
必要な情報が組織や関係者相互間に、
適切に伝えられることを確保すること

５
監視活動
（モニタリング）

内部統制の有効性を継続的に監視
及び評価するプロセス

６ ITへの対応
他の基本要素が有効かつ効率的に
機能するために、業務に組み込まれ
る一連のＩＴを活用すること

ポイント：内部統制の目的を達成するために、基本的要素をＩＴの活用で効果的に統制するプロセス
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1.3 PMBOKのガバナンス

プロジェクトとは：
「独自の製品またはサービスを創出する有期限の活動」

プロジェクトマネジメントとは：

プロジェクトの要求事項を満足させるために、知識、スキル、
ツールと技法をプロジェクト活動へ適用することである。

プロジェクトマネジメントは、「立上げ」、「計画」、「実行」、「監視
コントロール」、「終結」などのプロジェクトマネジメント・プロセス
の適用、統合を行うことによって達成される。

ポイント：プロジェクトマネジメントプロセスを適用し、要求事項を達成する活動

PMBOKのマネジメント定義
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1.4 COBITのITガバナンス

出所：「COBITマネジメントガイドライン第4版」 2005年 情報システムコントロール協会

ITガバナンスとは、

「準拠すべき優れた実践方法（手法）を収集、整理し、これを
仕組みとして定着させることによって、企業におけるITが確実

にビジネス目標をサポートできるようにするもの」

ポイント：ビジネス目標を達成するために、ＩＴが仕組みとしてサポートできる仕組み

参考：ERMのリスク分類

リスクの種類 リスクの内容 現在の統制

内部リスク 戦略リスク 与信先の財務状況悪化、資産の減
少により損失を被るリスク

財務リスク 資産・資金運用等により企業の財務
収支に影響を及ぼすリスク

内部統制

法務リスク 法令・契約の違反、不適切な契約締
結により損失を被るリスク

内部統制

業務リスク 業務プロセスに起因するリスク 内部統制、ISMS、SLM

外部リスク 経営環境リスク 政治・経済情勢等の変化により損失
を被るリスク

災害リスク 災害等により店舗等の有形財産へ
の損害が生じるリスク

BCP

出典：総務省、金融庁
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（Ｃｆ）ＥＲＭ：Ｅｎｔｅｒprise Risk Management

１．ERMの目的：事業目標の達成
２．統制の対象：目標達成に係る不確実性
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「ITガバナンスとは」のまとめ

１．経産省のＩＴガバナンス：経営戦略に基づいてＩＴを構築・運用する組織の
コントロール能力。

２．日本版内部統制：内部統制の目的を達成するために、基本的要素をＩＴの活用
で効果的に統制するプロセス。

３．ＰＭＢＯＫ：プロジェクトマネジメントプロセスを適用し、要求事項を達成する活動。

４．ＣＯＢＩＴ：ビジネス目標を達成するために、ＩＴがサポートできる仕組み。
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6.1 ＣＯＢＩＴのＩＴガバナンス定義

6.2 ＩＴガバナンスの重点領域

6.3 ＩＴガバナンスフレームワーク

6. ITガバナンスの要件
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6.1 ＣＯＢＩＴのＩＴガバナンス定義

出所：「COBITマネジメントガイドライン第4版」 2005年 情報システムコントロール協会

ITガバナンスとは、

「準拠すべき優れた実践方法（手法）を収集、整理し、これを
仕組みとして定着させることによって、企業におけるITが確実

にビジネス目標をサポートできるようにするもの」

ポイント：ＩＴガバナンスとしてのビジネス目標達成のＩＴコントロールのフレームワークはＣＯＢＩＴである

ＣＯＢＩＴ

そのために、

“ITのコントロールに係る何らかのフレームワークが必要”
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6.2 ITガバナンスの重点領域

◆「戦略との整合」
ビジネス計画とIT計画とを確実に関連付けること、IT価値を定義、保守、
検証すること、IT運営を企業運営に整合させることに焦点を当てる。

◆「価値の提供」
提供サイクルを通じて、 IT価値を提供する。特に費用を最適化し、ITの
本質的な価値を引き出すことで、戦略においてITに期待される便益の創出
が確実に行われるようにする 。

◆「資源の管理」
重要なIT資源 (アプリケーション、情報、インフラストラクチャ、要員）に対
する投資の最適化と適切化管理を対象。中でも主要な問題に関連して
いるのは、知識とインフラストラクチャの最適化である。

◆「リスクの管理」
経営上層部がリスクを認識すること、企業のリスク傾向を明確に理解する
こと、（法・規制）遵守要件を理解すること、企業の重大なリスクに関する
透明性、およびリスク管理における責務を組織に組み込むこと。

◆「成果の測定」
戦略の実践状況、プロジェクトの完遂状況、資源の使用状況、プロセスの
成果、およびサービスの状況を追跡およびモニタリングする。
例えば、戦略を従来の会計を超えて測定可能な目標に置き換えるバラン
ススコアカードの使用など。

出典：「COBITマネジメントガイドライン第4版」 2005年 情報システムコントロール協会

ポイント：ビジネス目標を達成するＩＴガバナンスへの要求事項として５つの重点領域をＣＯＢＩＴでは指摘している

リスクの管理

ITガバナンス
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6.3 ＩＴガバナンスフレ－ムワーク

ＩＴガバナンスのための要件

コントロールフレームワークの要件

￭ＩＴ戦略とビジネス戦略との整合性の確保
￭ＩＴ戦略およびＩＴ達成目標の企業内への浸透
￭戦略と達成目標の実現を促進する組織構造の構築
￭ビジネス部門とＩＴ部門間、および外部パートナーとの建設的な関係

の構築と効果的なコミュニケーションの確立
￭ＩＴ成果の測定

￭ビジネス要件とＩＴとの関係付けができる

￭これらの要件に対するＩＴ成果の明確化ができる

￭ＩＴに関連するアクティビティの一般的なプロセスモデルへの体系がある

￭活用する主なＩＴ資源の特定できる

￭考慮すべき経営上のコントロール目標の定義できる

ポイント：ＩＴガバナンスの要件は、その実現のフレームワークをＩＴ活用を前提の要件として定義している
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「ITガバナンスの要件」のまとめ

１．ＩＴガバナンスとしてのビジネス目標達成のＩＴコントロールのフレームワークはＣＯＢＩＴ
である。

２．ビジネス目標を達成するＩＴガバナンスへの要求事項として５つの重点領域をＣＯＢＩＴ
では指摘している。

３．ＩＴガバナンスの要件は、その実現のフレームワークをＩＴ活用を前提の要件として定義
している。
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第２章 ITガバナンスの知識エリア

１．ＩＴガバナンス構築のメソドロジー

２．ＣＯＢＩＴフレームワーク構成

３．計画と組織＆モニタリングドメイン知識エリア

４．調達と導入ドメイン知識エリア

５．サービス提供とサポートドメイン知識エリア

章の概要
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１．ＩＴガバナンス構築のメソドロジー

1.1 ＩＴガバナンス要件達成プロセス

1.2 ＣＯＢＩＴと各メソドロジー

1.3 IT成熟度メソドロジー
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1.1 ＩＴガバナンス要件達成プロセス

ビジネス達成目標

ガバナンス要因
ビジネス成果

ＩＴプロセス

ＩＴの達成目標

ア
プ
リ

ケ
ー
シ
ョ
ン

情

報

イ
ン
フ
ラ

ス
ト
ラ
ク
チ
ャ

要

員

ＩＴ化されたプロ
セスの統治

ＩＴ化対象でない
プロセスの統治

経営リスク管理
等の要件の統治

ＩＴガバナンス構築の構造

ポイント：ＩＴガバナンス構築手順はIT投資要件を決め、統治するためのITプロセスを構築とITの達成目標の設定を調整する
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1.2 ＣＯＢＩＴと各メソドロジー

1．計画と組織

戦略的構想の実現を
計画、周知および管理

するプロセス

2．調達と導入

ＩＴソリューションを特定、
開発又は調達して、

ビジネスプロセスに導入
および統合

するプロセス

3．サービス提供
とサポート

サービスの提供、セキュリティ
の管理と継続性の管理、

ユーザー向けサービスサポート
およびデータと運用設備を

管理するプロセス

4．モニタリングと評価

成果の管理、内部統制のモニタリング
、法令の遵守、およびガバナンスの

提供について扱うプロセス

（COBIT、ジェネリックモデル、BSC）

（COBIT、CMMI、PMBOK）

（COBIT、ITIL、ISMS 、ＳLA/SLM ）

（COBIT、BSC）

ITプロセスの業務構造

ポイント：COBITでは、ITプロセスを４つの業務構造で定義し、他のメソドロジーと統制領域の共存をしている
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1.2 ＣＯＢＩＴと各メソドロジー

ＩＴプロセス
達成目標
レベル

ＩＴプロセス
業務

レベル

ITIL
（ISO20000）ＰＭＢＯＫ

ビジネス目標

COBITの４つのドメイン

計画と組織 調達と導入 サービス提供とサポート モニタリング

バランス・スコアカード（ＢＳＣ）

ジェネリック
モデル

ＢＳＣ CMMI

ISMS
（JISQ27000ｓ）

SLA/ＳＬＭ

ＢＳＣ

ＣＯＢＩＴと関係するＩＴガバナンスメソドロジー

ポイント：BSCはビジネス目標、ＣＯＢＩＴはIT目標達成レベル、その他のメソドロジーはCOBITの下位構造の
業務作業レベルの統制を定義し、統制構造を構成している
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1.3 IT成熟度のメソドロジー

モデル 目 的
ＩＴプロセスでの成熟度ビジ

ネス 計画 調達 開発 運用

日本経営品質賞
委員会

経営品質

ＣＯＢＩＴ ＩＴガバナンス

SPA/ＣＭＭＩ
ソフトウエア

開発プロセス能力

ポイント：業務プロセス能力を表すITガバナンスの成熟度の定義は、日本経営品質賞委員会、COBIT、SPA/CMMIで設定されている

（注１）SPA：Software Process Assessment
（注２）CMMI：Capability Maturity Model Integration
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「ＩＴガバナンス構築のメソドロジー」のまとめ

１．ＩＴガバナンス構築手順はIT投資要件を決め、統治するためのITプロセスの構築とITの
達成目標の設定を調整する。

２．COBITでは、ITプロセスを４つの業務構造で定義し、他のメソドロジーと統制領域の共存
をしている。

３．BSCはビジネス目標、ＣＯＢＩＴはIT目標達成レベル、その他のメソドロジーはCOBITの
下位構造の業務作業レベルの統制を定義し、統制構造を構成している。

４．業務プロセス能力を表すITガバナンスの成熟度の定義は、COBIT、SPA/CMMIで設定
されている。


